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Ｄ　子どもの貧困
～子どもが希望を取り戻す保育～

講師 ： 愛知保問研　望月彰さん

　6人に１人の子どもが貧困

の中で暮らしている今、保育

には何が求められるのでしょ

う。子ども・子育て支援新制

度の問題点も含めて、子ども

が希望を取り戻す保育につい

て提案します。

特

講 座

別
Ｂ　震災 ・ 復興
　　心つながる～東日本大震災から 5 年、 被災地は今～

報告者 ： 亘理町 ・ 吉田保育所所長　鈴木由美子さん

            福島市 ・ さくら保育園保育士　金沢忍さん

　　　　　  南三陸町 ・ マリンパル保育園主任　小野寺ひとみさん

　　　　　　※集会案内に記載されていた報告者から変更になっています。

コーディネーター　東京保問研　鈴木牧夫さん

　支援活動を行ってきた被災地の現状と課題を明らかにすると
ともに、今やらなければならないことを皆で考えましょう。

Ｋ　幼稚園シンポジウム
　　　　　　　　　　～保育の中の教育～

お茶の水女子大学附属幼稚園　上坂元絵里さん
白梅学園大学附属白梅幼稚園　西井宏之さん
平塚幼稚園　　　　　　　　　　　　　池田かよ子さん
コーディネーター　　京都保問研　渡邉保博さん

　幼稚園の生活や保育実践を通して、

子どもたちにとって「保育の中の教

育」とは何かを、幼稚園だけでなく、

ぜひ保育園の方も参加して一緒に考

えあいましょう。

　「いま、絵本にこめる私たちの思い、

ねがい」でリレートークをしていただく、

子どもの本・九条の会の内田麟太郎さん、

和歌山静子さん（２／２７）、丘修三さん、

浜田桂子さん（３／１２）と、２回にわ

けて打ち合わせを行いました！ 

　こんにちは、会計係の清水です。参加される方の中には新幹線で新横浜まで来られる方もいると思います。が、

新横浜には何もありません（泣）一応、ラーメン博物館はありますが、横浜在住者としてはおススメ出来ず……

ということで、今回は新横浜から 30 分以内で行ける横浜おススメスポットを紹介します！ ぜひぜひ横浜にも

いらして下さい！

①関内駅エリア：関内駅エリアは、『ゆず』が路上ライブをしていた街です。また、中華街や横浜スタジアムも

　　　　　　　　すぐそこ。ちなみに、スタジアム併設の公園には、全国でも珍しい水琴窟が設置されています。

②桜木町エリア：言わずと知れた『みなとみらい』です。観覧車側方面には水上バスがあり、横浜駅まで運ん

　　　　　　　　でくれます。また、観覧車とは反対方面には、レンガ造りの歴史的建造物がいっぱいです。

③野毛エリア　：酒好きな人は、必ずここへ行く！ というエリアです。桜木町駅から歩いていけます。昼間か

　　　　　　　　ら大勢のお酒好きで賑わっている……らしい（この原稿を書いている清水は下戸でお酒が飲

　　　　　　　　めないので、人から聞いた情報です）(笑 )

スカイツリーだけじゃない！　TOKYOはこんなところ！
～ 実は神奈川県の方が近い！？　 番外編  横浜市 ～

　みなさんこんにちは！  東京集会教室係の佐藤実紗 (みすず )です。今回の会場は、東京！ 全国各地からたくさん

の参加をお待ちしています。私は現在東京の保育園に勤めていますが、出身は東京ではなく、栃木県です。栃木県那須

塩原市。「ごめんねごめんね～」でおなじみのＵ字工事は、私と同じ町で生まれ育ったんですよ～。「そうなんけ？ う

ちも栃木！」という方、是非会場でお話ししましょう！

　さて、私は保問研での活動の中でも、これまで“乳児部会”に参加してきました。自分が乳児クラスの担任だったこ

ともあり、部会で各園の先生方とお話しする時間はとても刺激になりました。東京集会でも、たくさんの方のお話を聞

いて、いっぱい刺激をもらいたいです！ 手と手をぎゅっと！ みんなで繋いで、たくさんの輪を広げましょう！

東 京 集 会 で
会いましょう!

連  載

M　平和
～現代と平和について語る～

講師 ： 元 NHK プロデューサー ・ 

　 　　　武蔵大学教授　永田浩三さん

　昨今、目まぐるしい世界情勢の変

化に伴い、この国の平和も脅かされ

ようとしています。私たちは何を見

つめ、何を信じていけばよいので

しょうか。報道の立場から『平和』

を考え語っていただきます。

404 4/22 現在 ▶▶▶
申し込み人数

□ ○ 記
念講演 リレートークの 打ち合わせ

をしてきました ▽

 それぞれお忙しくご活躍されている中、直接

お会いすることができ、みなさんとても気さく

にお話しして下さいました。絵本や会について

熱い思いを聞かせてもらったり、保問研との繋

がりに驚いたり……と話が弾みながらの打ち合

わせとなりました。みなさんそれぞれに「時間

がたりるかなぁ～」と心配の声も (笑 )。当日

がとても楽しみです！ (企画担当　渡辺 )

404人人

　実行委員会ニュース No.2 では、Eあそび、F 表現、G 伝統芸能を、実行委員会ニュース No.4 では、H海外の保育、I東京・

多摩地域の自然、J 人形づくりを、実行委員会ニュース No.6 では、A保育政策、Cみんなのしゃべり場 ,L「伝えあい保育」に

こめられた想いについて紹介しています。そちらも合わせてご覧ください！

定員のある特別講座は間もなく満員となります。お申し込みはお早めに！
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　熊本地震で被害にあわれた皆さま、度重なる余震で眠れぬ日々を過ごされて

いることと思います。そんな中、物資が届いたお礼をと、わざわざ熊本から東

京に連絡を下さり、反対に東京集会の応援の言葉までくれた方がいました。自

身も被災しながらも子どもたちの笑顔を守り続け、人への優しさを忘れない被

災地で保育に関わる皆さんの姿に感動すら覚えました。子どもの前では見せら

れない辛さや不安は保問研の仲間に見せてください。頼ってください。共に生

きましょう。( 冨岡恵 )

　地震発生から強い余震が続く中，不安な毎日を過ごされてい

るかと思います。テレビやインターネットから，励まし合い，

支え合いながら力いっぱい生き抜いていらっしゃる皆さんの姿

を拝見し，わたしたちの方が力をもらっています。直接的には

何も出来ませんが，保問研の仲間として，一日も早く状況が良

くなることを心から祈っています。( 田中浩司 )

　熊本地震で被災された保育関係者の皆さまへ。今も余震が続

き、危険な状況のなかで、物資の不足など生活の困難が深刻な

状況であると伝わっています。どんなにか心細いお気持ちかと

思います。これ以上、被害が拡大しないことを心から願ってい

ます。くれぐれも、身の安全に注意され、お身体に気をつけて、

この難局を乗り越えてください。子どもたちが心細い思いをし

て過ごしているのではないかと案じられます。どうか、子ども

たちを守ってくださるようお願いいたします。東京の仲間の思

いは、皆さまと共にあります。( 浜谷直人 )

　突然の震災に見舞われた九州の皆さん、この大地震に心折れた方もいらっしゃ

ることと思います。驚かれたでしょう。お気持ちお察しいたします。しかし、

全国には保育問題研究会の仲間が大勢います。既に震災後すぐに支援に動き出

した仲間もいます。地震被害の大きかった熊本には保育園を避難所に提供され

た強い方もおられます。東京の私たちも動き出す準備をしています。今年の全

国集会のテーマは「もう一度、手と手をぎゅっとつなぎあおう」です。この集

会テーマの下、一緒にこの難局を乗り越えましょう。応援していますから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 伊集院郁夫 )

　14 日夜に突然襲った地震。これほど何度も繰り返すとは誰し

も思わなかったことでしょう。時間がたつにつれ被害の深刻さに、

何かできることはないかと多くの人が動きました。
幸い熊本・大分の皆さんが無事とのことを聞き、ほっとするや否

や、すぐに避難所として地域の人たちを受け入れて活動しておら

れる保育園の皆さんの写真が届き、私たちが励まされています。

暫く、不自由な生活が続くと思いますが、くれぐれも身体に気を

付けて過ごして下さい。全国保問研として、できる限りの支援を

していきます。( 横井美保子 )

　今回の、熊本を中心とした地震の被害の甚大さに時間の経過と

ともに驚いています。避難状況や救援状況は、報道されている範

囲でしか把握していませんが、保育園が避難場所としてもしっか

り機能していることが伝わってきています。地域の方も含めて安

心できる場をつくっていることに感動しました。これからのこと

も考えて少しでも休息を取りながら、身体を大切にしてください。

私たちは東京から応援しています！ ( 佐々木雄大 )

　東日本大震災から５年経って支援活動の総括をしている時に、まさか熊本・

大分で大地震が起きるとは。仲間たちの安否確認をしていたら、やまなみ・さ

くらんぼの両園は、被災に遭いながらも地域の避難所的な役割を果たしている

ではありませんか。阪神淡路大震災、東日本大震災からの教訓の一つは、保育

園は避難所的役割を持つべきであるということでした。保問研は、前回の反省

に立って、初動期から支援活動に取り組んでいます。支援活動を通して、人と

人との繋がりを、さらに、広く深いものにしていきましょう。「もう一度、手と

手をぎゅっとつなぎあおう！」( 鈴木牧夫 )

　熊本地震において被災された皆様へ。第 43 回熊本集会の要綱裏表紙に皆さん

が寄せていた詩の「地球」を「九州」に替え、皆さんにお返しします！私たち

は保問研の仲間であり、保育者として、人として、皆さんとつながり、心は一

つです。もう一度、手と手をぎゅっとつなぎあいましょう！
【子どもは地上のたからもの。鳥もけものも虫たちも、みんな九州のなかまたち。

かけがえのない九州に、子どもの未来に、黄金の太陽は永遠に輝くだろうか。

あらそいも、いさかいも、霧のように晴れる日が来るように、おもいを寄せ合い、

愛と調和を。】 ( 高見亮平 )
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